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明
治
期
の
川
柳
と
都
々
逸

―
『
團
團
珍
聞
』
の
投
書
を
中
心
に
―

内
野
真
緒

は
じ
め
に

明
治
時
代
の
代
表
的
な
庶
民
文
芸
は
何
か
―
こ
の
よ
う
な
問
い
が
あ
っ

た
ら
、
ま
ず
「
川
柳
」
と
「
都
々
逸
」
を
挙
げ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
現
代

で
は
、
と
も
に
人
情
を
詠
み
込
む
短
詩
型
文
学
と
し
て
一
部
の
人
々
に
愛

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
歴
史
は
古
く
江
戸
時
代
ま
で
遡
る
。
江
戸
時
代
、

俳
諧
の
前
句
附
が
娯
楽
化
し
、
大
衆
向
け
の
懸
賞
文
芸
と
し
て
誕
生
し
た

川
柳
と
、
名
古
屋
宮
の
宿
の
遊
女
ら
に
よ
っ
て
唄
い
出
さ
れ
、
全
国
に
普

及
し
て
い
っ
た
歌
謡
、
都
々
逸
。
一
見
何
の
関
係
も
な
か
っ
た
こ
の
両
者

が
、
明
治
時
代
の
代
表
的
な
庶
民
文
芸
と
し
て
、
と
も
に
挙
げ
ら
れ
る
理

由
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
明
治
の
前
期
、
自
由
民
権
運
動
の
盛
ん
な
頃
に
創
刊
さ
れ
た

『
團
團
珍
聞
』
に
あ
る
。『
團
團
珍
聞
』
は
、
約
三
十
年
刊
行
を
続
け
た
雑

誌
で
、
そ
の
間
継
続
し
て
投
書
を
載
せ
続
け
て
い
た
。
そ
の
投
書
に
は
川

柳
と
都
々
逸
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
取
次
ぎ
を
通
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
川
柳
に
し
て
も
、
詠
み
人
知
ら
ず
の
拾
遺
集
の
み
の
出
版
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
都
々
逸
に
し
て
も
、『
團
團
珍
聞
』
の
投
書
は
画
期
的

な
も
の
で
あ
っ
た
。
川
柳
と
都
々
逸
の
投
書
数
は
、
狂
歌
や
狂
詩
と
い
っ

た
他
の
詩
歌
の
投
書
数
を
圧
倒
的
に
上
回
り
、
大
い
に
人
気
を
博
し
た
結



國學院雜誌  第 117 巻第 8 号（2016年） — 70 —

果
、『
團
團
珍
聞
』
が
廃
刊
し
た
そ
の
後
の
時
代
に
お
い
て
も
「
投
書
文

芸
」
と
し
て
新
聞
な
ど
に
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、『
團
團

珍
聞
』
は
川
柳
と
都
々
逸
が
投
書
文
芸
と
し
て
人
々
に
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
原
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、『
團
團
珍
聞
』
の
投
書
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
意
義
を
持

ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い（
１
）。
ま
た
、
明

治
期
の
川
柳
や
都
々
逸
に
関
し
て
も
低
俗
な
表
現
な
ど
か
ら
、
文
学
史
の

上
で
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
團
團
珍
聞
』
の
投
書
に

お
け
る
川
柳
と
都
々
逸
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、『
團
團
珍
聞
』
―
誌
史
と
そ
の
特
徴
―

『
團
團
珍
聞
』
は
、
広
島
県
人
で
あ
る
野
村
文
夫
主
宰
の
諷
刺
雑
誌
で

あ
る
。
創
刊
は
明
治
十
年
三
月
二
十
四
日
で
、
そ
れ
か
ら
約
三
十
年
間
刊

行
を
続
け
た
。
山
口
順
子
に
よ
る
と
、
こ
の
三
十
年
に
わ
た
る
誌
史
は
、

経
営
者
の
交
替
に
よ
っ
て
、

団
々
社
時
代　

一
～
千
百
六
号

一
八
七
七
年
（
明
治
十
年
）
三
月
二
十
四
日
号
～
一
八
九
七
年

（
明
治
三
十
年
）
四
月
十
日
号

珍
聞
館
時
代　

千
百
七
～
千
六
百
五
十
四
号

一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
年
）
四
月
十
七
日
号
～
一
九
〇
七
年

（
明
治
四
十
年
）
七
月
二
十
七
日
号

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る（
２
）。
で
は
、
團
團
社
時
代
と
珍
聞
館
時
代
、
時
期

的
な
特
徴
は
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

團
團
社
時
代
の
一
番
の
特
徴
は
諷
刺
性
が
強
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

ず
、
團
團
社
時
代
に
編
集
に
関
わ
っ
て
い
た
人
物
を
見
て
み
る
と
、
元
官

吏
で
あ
っ
た
野
村
文
夫
（
一
八
三
六
〜
一
八
九
一
年
）
を
は
じ
め
と
し

て
、
幕
末
に
は
尊
皇
攘
夷
の
志
士
で
あ
っ
た
田
島
象
二
（
一
八
五
二
〜
一

九
〇
九
年
）
や
、
大
蔵
省
を
辞
職
し
た
後
に
團
團
社
に
入
社
し
た
石
井
南

橋
（
一
八
三
一
〜
一
八
八
七
年
）
な
ど
、「
元
政
府
側
」
の
人
物
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
人
物
に
つ
い
て
山
口
順
子
は
、「
新
し
い
官
僚
制
機
構
か
ら
逸

脱
し
た
デ
ラ
シ
ネ
と
も
い
え
る
人
々
が
集
ま
り
、
彼
ら
の
斜
め
に
構
え
た

視
点
が
、『
団
々
珍
聞
』
の
諷
刺
性
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
っ
た（
３
）」
と
述

べ
て
い
る
。

実
際
に
、
團
團
社
時
代
の
記
事
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
自
由
民
権
運

動
期
は
反
官
・
反
士
族
の
色
合
い
が
強
い
。
第
二
七
号
（
明
治
十
年
九
月

二
十
二
日（
４
））

を
見
て
み
る
と
、「
当
世
虚
事
競
」
と
い
う
見
立
を
載
せ
、

そ
の
大
関
に
「
西
郷
の
新
政
厚
徳
」、「
民
権
を
唱
ふ
る
不
平
士
族
」
を
挙

げ
、
民
権
論
を
唱
え
る
士
族
を
諷
刺
し
て
い
る
。
同
様
に
第
四
四
号
（
明
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治
十
一
年
一
月
十
九
日（
５
））

の
「
当
世
贅
競
」
で
は
「
我
儘
勝
手
な
政
府
」

や
「
玩
弄
院
」
な
ど
を
挙
げ
て
お
り
、
反
官
の
姿
勢
が
強
く
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
由
民
権
運
動
期
に
お
け
る
『
團
團
珍
聞
』
は
諷

刺
性
を
強
く
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
後
、
創
刊
者
で
あ
る
野
村
文
夫
の
死
を
経
て
、
明
治
三
十
（
一
八

九
七
）
年
四
月
十
七
日
号
か
ら
、『
團
團
珍
聞
』
の
発
行
元
は
珍
聞
館
に

替
わ
る
。
珍
聞
館
の
社
主
は
『
中
央
新
聞
』
の
社
長
、
大
岡
育
造
で
あ
っ

た
。
珍
聞
館
時
代
の
『
團
團
珍
聞
』
は
、
團
團
社
時
代
の
諷
刺
性
は
失
わ

れ
、
巷
間
の
艶
聞
な
ど
が
記
事
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
。
こ
の
頃
の
『
團

團
珍
聞
』
の
内
情
に
つ
い
て
、『
鶯
亭
金
升
日
記
』
の
明
治
四
十
（
一
九

〇
七
）
年
六
月
十
七
日
付
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る（
６
）。

社
長
團
々
珍
聞
の
株
を
、
酒
井
會
長
、
真
木
痴
嚢
氏
と
余
の
三
名
へ

譲
ら
れ
し
よ
り
、
酒
井
氏
社
長
と
な
り
て
發
行
を
つ
づ
け
た
る
が
、

財
政
不
振
と
新
社
長
入
社
の
件
よ
り
波
瀾
を
生
じ
（
略
）
年
久
し
く

筆
を
執
り
し
團
々
珍
聞
も
一
変
二
変
し
て
、
今
日
よ
り
新
旧
社
員
混

戦
の
紙
面
と
変
ず
。

新
し
い
社
長
と
な
っ
た
酒
井
泰
醇
の
傘
下
に
集
ま
る
新
社
員
と
、
鶯
亭
金

升
ら
旧
社
員
と
の
間
に
対
立
が
起
こ
り
、
創
刊
か
ら
雑
誌
を
支
え
た
旧
社

員
ら
は
退
社
、
明
治
四
十
年
に
『
團
團
珍
聞
』
は
廃
刊
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、『
團
團
珍
聞
』
の
三
十
年
と
い
う
歴
史
は
、
必
ず
し
も
諷
刺
雑

誌
と
し
て
の
刊
行
年
数
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
長
く
の
間
刊
行
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
「
広
い
読
者
層
に
支
持
さ
れ
た
こ
と
」
と
「
継
続
し
て
載
せ
ら

れ
た
投
書
」
に
あ
る
と
考
え
る
。『
團
團
珍
聞
』
が
ど
の
よ
う
な
読
者
層

に
読
ま
れ
て
い
た
の
か
は
、
誌
面
構
成
か
ら
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
團
團
珍
聞
』
の
前
期
の
誌
面
構
成
は
、「
茶
説
」「
雑
報
」「
英
和
対
訳
」

「
雑
録
」「
寄
書
」
な
ど
で
あ
る
。
茶
説
（
社
説
）
は
明
治
維
新
後
の
旧
藩

士
た
ち
の
不
平
不
満
が
代
弁
さ
れ
て
お
り
、
雑
録
や
寄
書
に
は
狂
詩
、
狂

歌
、
川
柳
、
都
々
逸
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
投
書
が
寄
せ
ら
れ
た
。
つ
ま

り
、『
團
團
珍
聞
』
は
知
識
階
級
を
対
象
と
し
た
政
論
で
あ
る
「
茶
説
」

と
、
庶
民
向
け
で
娯
楽
記
事
を
主
体
と
し
た
「
雑
録
」
や
「
雑
報
」
を
載

せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
團
團
社
時
代
の
読
者
に
つ
い

て
、
山
口
順
子
は
「
社
説
ま
で
誌
面
の
す
べ
て
を
理
解
し
う
る
知
識
を
も

つ
大
新
聞
的
読
者
の
ほ
か
、
ふ
り
か
な
つ
き
の
雑
報
を
読
み
、
筆
を
と
っ

て
狂
歌
や
都
々
逸
で
も
つ
く
ろ
う
か
と
い
う
小
新
聞
的
読
者（
７
）」
を
対
象
と

し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
團
團
珍
聞
』
が
諷
刺
性

を
失
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
読
者
層
に
も
変
化
が
あ
ら
わ
れ
る
。
野
村
文

夫
が
亡
く
な
り
、
発
行
元
が
珍
聞
館
に
替
っ
た
『
團
團
珍
聞
』
の
誌
面
構

成
は
、「
茶
説
」「
都
々
一
」「
珍
報
」「
漫
録
」「
畫
報
」「
狂
詩
文
」「
狂
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句
」「
狂
歌
」「
西
洋
小
話
」「
笑
府
」「
課
題
」「
笑
説
」
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
て
分
か
る
の
は
明
ら
か
に
小
新
聞
的
性
格
が
強
く

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
は
政
論
を
載
せ
る
欄
で
あ
っ
た
「
茶

説
」
も
内
容
に
ほ
と
ん
ど
諷
刺
性
は
な
く
、
単
に
政
治
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
團
團
社
時
代
は
大
新
聞

的
読
者
と
小
新
聞
的
読
者
の
幅
広
い
読
者
に
対
応
し
て
お
り
、
珍
聞
館
時

代
は
小
新
聞
的
読
者
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

投
書
に
つ
い
て
は
、『
團
團
珍
聞
』
は
創
刊
号
か
ら
現
在
残
っ
て
い
る

最
終
号
ま
で
す
べ
て
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
お
題
が
投
書
家

か
ら
出
さ
れ
、
次
号
で
読
者
か
ら
の
回
答
を
載
せ
る
と
い
っ
た
ク
イ
ズ
形

式
や
、
投
書
数
の
番
付
と
い
っ
た
も
の
が
投
書
家
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
つ

く
ら
れ
て
い
る（
８
）。

さ
ら
に
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
こ
ろ
か
ら
各
地

の
読
者
が
親
睦
会
を
催
し
、
互
い
に
作
品
を
披
露
し
合
う
と
い
っ
た
行
動

を
見
せ
る
よ
う
に
な
る（
９
）。
こ
れ
ら
は
後
に
「
○
○
連
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
投
書
家
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
山
口
順
子
は
（
（（
（

、

読
者
は
誌
面
参
加
や
読
者
ク
ラ
ブ
で
の
交
流
に
よ
っ
て
編
集
者
と
の

親
近
感
を
も
ち
つ
づ
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
点
が
『
団
々
珍
聞
』
の

続
刊
の
理
由
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
諷
刺
性
の
変
化
の
理
由
と
も

な
っ
て
い
る
（
後
略
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
團
團
珍
聞
』
の
投
書
欄
は
雑
誌
側
と
投

書
家
を
、
あ
る
い
は
投
書
家
と
投
書
家
と
を
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。

『
團
團
珍
聞
』
が
三
十
年
も
の
間
刊
行
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
理
由

と
し
て
、
幅
広
い
知
識
人
読
者
層
に
支
持
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
っ
た
こ
と
を

述
べ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
幅
広
い
読
者
層
に
対
応
し
て
い
た
前

期
も
、
小
新
聞
的
読
者
が
中
心
と
な
っ
た
後
期
も
、
一
貫
し
て
投
書
が
載

せ
ら
れ
て
い
た
事
実
が
あ
っ
た
。

次
節
で
は
、
そ
の
投
書
の
な
か
で
も
毎
週
数
多
く
の
投
書
が
寄
せ
ら
れ

て
い
た
詩
歌
の
投
書
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

二
、
前
期
・
後
期
の
詩
歌
に
関
す
る
投
書

こ
こ
で
は
、『
團
團
珍
聞
』
に
お
け
る
詩
歌
に
関
す
る
投
書
と
そ
の
作

家
数
に
つ
い
て
調
べ
、
そ
こ
か
ら
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
記
し
て
い
く
こ
と

に
す
る
。「
詩
歌
」
は
、
一
般
的
に
は
漢
詩
や
和
歌
の
こ
と
を
指
す
が
、

こ
こ
で
は
韻
文
の
総
称
の
意
と
し
て
用
い
る
。

『
團
團
珍
聞
』
は
、
諷
刺
性
が
尖
っ
て
い
た
團
團
社
時
代
と
、
完
全
に

諷
刺
性
が
失
わ
れ
た
珍
聞
館
時
代
と
で
は
、
雑
誌
の
性
質
を
異
に
す
る
た

め
、
二
つ
の
時
代
に
分
け
て
見
て
い
く
。

『
團
團
珍
聞
』
前
期
の
詩
歌
に
関
す
る
投
書
は
、
は
じ
め
は
「
寄
書
」

欄
、
つ
ぎ
に
「
雑
録
」
欄
に
載
せ
ら
れ
、
次
第
に
川
柳
や
都
々
逸
、
狂
歌
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な
ど
が
独
立
し
て
欄
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
回
は
、
創
刊
号

（
明
治
十
年
三
月
二
十
四
日
）
か
ら
五
二
号
（
明
治
十
一
年
三
月
三
十
日
）

ま
で
の
約
一
年
間
を
便
宜
的
に
表
に
ま
と
め
た
（
表
１
）。
表
に
は
「
川

柳
」「
都
々
逸
」「
狂
歌
」「
狂
詩
」「
発
句
」「
替
歌
」
の
投
書
数
載
せ
た

が
、
こ
の
他
に
も
浄
瑠
璃
、
大
津
絵
ぶ
し
、
常
磐
津
ぶ
し
、
今
様
、
い
ろ

は
唄
や
、
て
ま
り
唄
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
投
書
が
載
せ
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
投
書
数
が
少
な
く
、
一
年
ほ
ど
で
ほ

と
ん
ど
載
ら
な
く
な
る
た
め
、
表
に
は
反
映
し
て
い
な
い
。

こ
れ
を
見
て
み
る
と
投
書
数
は
川
柳
、
都
々
逸
、
そ
し
て
狂
歌
、
狂

詩
、
発
句
、
替
歌
と
つ
づ
い
て
い
る
。

そ
し
て
、
何
故
こ
の
よ
う
な
順
番
に
な
っ
た
の
か
を
考
え
る
た
め
、
そ

れ
ら
に
共
通
す
る
作
家
（
投
書
家
）
数
を
表
２
に
ま
と
め
た
。
ま
ず
、
狂

詩
と
替
歌
の
数
字
を
見
て
み
る
と
、
狂
詩
の
み
、
替
歌
の
み
を
つ
く
っ
て

い
る
作
家
は
多
い
の
に
対
し
て
、
狂
詩
と
川
柳
や
替
歌
と
都
々
逸
と
い
う

よ
う
に
、
狂
詩
、
替
歌
に
加
え
て
他
の
文
芸
の
作
家
数
は
い
ず
れ
も
一
桁

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
狂
詩
と
替
歌
は
特
定
の
作
家
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
作
家
層
を
も
っ
て
い
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ぎ
に
、
川
柳
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
川
柳
の
み
を
つ
く
っ
て
い
る

作
家
は
七
七
で
一
番
多
く
、
そ
れ
に
加
え
て
川
柳
と
都
々
逸
は
一
九
、
川

表１：『團團珍聞』投書欄中の詩歌の投書数
（明治10年3月24日～明治11年3月30日）

川柳 都々逸 狂歌 狂詩 発句 替歌
明治10年3月(2) 0 0 0 0 0 0
明治10年4月(4) 0 3 3 0 0 1
明治10年5月(4) 0 5 0 1 0 0
明治10年6月(5) 18 11 15 1 0 0
明治10年7月(4) 14 17 4 0 4 0
明治10年8月(4) 10 5 8 4 6 1
明治10年9月(5) 43 2 9 5 0 5
明治10年10月(4) 9 17 5 5 32 1
明治10年11月(4) 21 5 4 2 31 1
明治10年12月(5) 54 43 1 14 2 7
明治11年1月(4) 32 20 8 20 0 1
明治11年2月(4) 53 35 17 18 0 4
明治11年3月(5) 105 13 12 25 7 7
合計 359 176 86 95 82 28
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柳
と
狂
歌
は
九
、
川
柳
と
狂
詩
も
九
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
川
柳
の

作
家
数
が
投
書
の
過
半
数
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
川
柳
作
家
た
ち
が
他
の

文
芸
も
数
多
く
つ
く
っ
て
投
書
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
川
柳
作
家
た
ち
の
力
が
強
か
っ
た
点
が
、
團
團
社
時
代

の
前
期
の
投
書
に
お
け
る
一
番
の
特
徴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、『
團
團
珍
聞
』
の
後
期
で
は
、
特
に
多
く
の
投
書
が
寄
せ
ら
れ

て
い
た
川
柳
、
都
々
逸
、
狂
歌
、
狂
詩
、
は
う
た
が
独
立
し
た
投
書
欄
を

も
っ
て
い
た
。
今
回
は
、
第
一
六
〇
一
号
（
明
治
三
十
九
年
七
月
七
日
）

か
ら
、
第
一
六
五
四
号
（
明
治
四
十
年
七
月
二
十
七
日
）
の
約
一
年
間
を

便
宜
的
に
表
に
ま
と
め
た
（
表
３
・
４
）。
表
に
は
川
柳
、
都
々
逸
、
狂

歌
、
狂
詩
、
端
唄
の
み
し
か
載
せ
て
い
な
い
が
、
こ
の
他
に
も
「
課
題
」

と
い
う
欄
に
毎
週
、「
冠
句
」
や
「
一
口
話
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

で
は
、
は
じ
め
に
表
３
を
見
て
み
る
と
、
投
書
数
が
多
い
順
か
ら
都
々

逸
、
川
柳
、
狂
歌
、
狂
詩
、
端
唄
と
な
っ
て
い
る
。
端
唄
に
関
し
て
は
最

後
の
三
か
月
間
は
一
切
載
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他

の
四
つ
の
文
芸
ほ
ど
投
書
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
て
、
こ
の

表
３
で
最
も
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
が
、
川
柳
と
都
々
逸
の
投
書
数

が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
、
川
柳
と
都
々
逸
だ
け
が
こ
ん
な

に
も
投
書
数
が
多
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
課
題
欄
が
関
係
し
て
い

る
。
川
柳
は
「
狂
体
俳
句
」
と
し
て
、
都
々
逸
は
「
情
歌
」
と
し
て
、
通

常
の
欄
と
は
別
に
課
題
欄
と
し
て
も
募
集
が
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し

て
狂
歌
、
狂
詩
、
端
唄
が
課
題
欄
で
募
集
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

表２：『團團珍聞』投書欄中の詩歌の投書における共
通投書家数（明治10年3月24日～明治11年3月30日）

川柳 都々逸 狂歌 狂詩 発句 替歌

川柳 77 19 9 9 3 5

都々逸 ― 37 11 5 4 4

狂歌 ― ― 19 2 3 2

狂詩 ― ― ― 26 1 1

発句 ― ― ― ― 4 2

替歌 ― ― ― ― ― 13

［注］第１号から第52号における詩歌に関する投書数をまとめた。
投書数の少ない浄瑠璃、大津絵ぶしやカテゴリー不明のものは表
に含めなかった。川柳には狂句の投書も含めた。表１の（ ）内
の数字はその号数分を表す。表２について、既出の数字は「―」
とした。
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あ
る
。
つ
ま
り
、
通
常
の
投
書
欄
で
川
柳
と
都
々
逸
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら

れ
た
た
め
、
課
題
欄
で
も
川
柳
と
都
々
逸
を
募
集
し
て
載
せ
て
い
た
の
だ

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
表
４
の
川
柳
と
都
々
逸
の
作
家
数
を
見
て
み
る
と
、
團
團
社

時
代
の
前
期
は
川
柳
作
家
が
一
番
多
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
珍
聞
館
時
代

の
後
期
で
は
都
々
逸
作
家
が
一
番
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
川
柳
と

都
々
逸
の
共
通
作
家
数
を
見
て
も
、
川
柳
作
家
も
都
々
逸
作
家
も
同
じ
程

度
の
割
合
で
、
狂
歌
、
狂
詩
、
端
唄
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
珍
聞
館
時
代
の
後
期
で
は
、
川
柳
作
家
に
加
え
て
都
々
逸
作
家
も
か

な
り
力
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

前
期
の
團
團
社
時
代
と
、
後
期
の
珍
聞
館
時
代
と
に
分
け
て
詩
歌
に
関

す
る
投
書
を
見
て
き
た
。
前
期
で
は
川
柳
作
家
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
た
の
に
対
し
て
、
後
期
で
は
都
々
逸
作
家
も
か
な
り
の
割
合
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
の
だ
ろ
う

か
。
前
期
と
後
期
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
考
察
を
試
み
た
。

表３：『團團珍聞』投書欄中の詩歌の投書数
（明治39年7月7日～明治40年7月27日）

川柳 都々逸 狂歌 狂詩 端唄
明治39年7月(4) 113 151 60 31 9
明治39年8月(4) 89 141 55 36 9
明治39年9月(5) 110 173 71 44 8
明治39年10月(4) 136 131 62 38 9
明治39年11月(4) 94 118 60 25 8
明治39年12月(4) 122 162 54 51 7
明治40年1月(5) 140 153 70 44 16
明治40年2月(4) 67 120 66 30 8
明治40年3月(5) 120 152 108 34 10
明治40年4月(2) 77 69 33 18 4
明治40年5月(4) 101 175 48 28 0
明治40年6月(5) 108 247 43 11 0
明治40年7月(4) 109 142 14 6 0
合計 1386 1934 744 396 88
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三
、『
團
團
珍
聞
』
前
期
に
お
け
る
川
柳

前
期
の
『
團
團
珍
聞
』
の
投
書
の
な
か
で
も
川
柳
が
最
も
多
く
載
せ
ら

れ
て
い
た
理
由
は
、
川
柳
と
「
諷
刺
」
の
結
び
つ
き
に
関
係
す
る
と
考
え

る
。

『
團
團
珍
聞
』
の
創
刊
間
も
な
い
頃
、
そ
の
誌
面
は
諷
刺
性
に
溢
れ
て

お
り
、「
寄
書
」
欄
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
川
柳
は
ほ
か
の

詩
歌
よ
り
も
諷
刺
性
に
富
ん
だ
句
が
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、『
團
團
珍
聞
』（
明
治
十
年
五
月
五
日
）
第
七
号
の
「
雑
録
」
中
の
川

柳
を
挙
げ
て
み
る
と
、

　
　

學
校
は
よ
し
あ
し
の
子
の
節
な
り　
　

笑
客

　
　

西
郷
は
疝
氣
兵
士
の
頭
痛
な
り　
　
　

戰
流

　
　

熊
公
は
ゑ
ら
い
喧
嘩
を
持
こ
ま
れ　
　

同

と
い
っ
た
句
が
あ
る
（
（（
（

。
こ
の
「
西
郷
」
と
は
西
南
戦
争
の
盟
主
で
あ
っ
た

「
西
郷
隆
盛
」
を
、「
熊
公
」
は
明
治
十
五
年
に
立
憲
改
進
党
を
組
織
し
た

「
大
隈
重
信
」
を
表
し
て
い
る
。
当
代
政
治
状
況
を
取
り
上
げ
、
き
わ
め

て
卑
俗
的
に
あ
ら
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
快
な
諷
刺
性
を
獲
得
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
、
な
ぜ
川
柳
が
最
も
諷
刺
と
結
び
つ
く
の
か
と
い
う
と
、
川
柳
に

は
「
う
が
ち
」
と
い
う
精
神
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
川
柳
の
「
う
が
ち
」

に
つ
い
て
大
村
沙
華
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
（（
（

。

穿
ち
と
は
世
相
の
裏
面
を
暴
き
、
人
情
の
機
微
を
捉
え
、
然
も
之
を

深
く
掘
り
下
げ
る
よ
り
は
、
粋
と
洒
落
と
諧
謔
を
織
り
あ
ざ
な
い
、

或
は
人
の
意
表
を
つ
い
て
背
負
投
げ
を
喰
わ
せ
る
類
で
あ
り
、
い
わ

ば
江
戸
っ
子
の
潤
達
、
明
朗
、
洒
脱
、
楽
天
或
は
若
干
の
低
俗
軽
薄

表４：『團團珍聞』投書欄中の詩歌の投書にお
ける共通投書家数（明治39年7月7日～明治40年
7月27日）

川柳 都々逸 狂歌 狂詩 端唄

川柳 122 66 30 4 17

都々逸 ― 144 40 4 12

狂歌 ― ― 55 11 12

狂詩 ― ― ― 58 1

端歌 ― ― ― ― 17

［注］第1601号～第1654号における詩歌に関する投書数
をまとめた。ここでは、常に独立して欄が設けられ川
柳・都々逸・狂歌・狂詩に限定する。川柳には課題とし
て出された「狂体俳句」を、都々逸には課題として出さ
れた「情歌」、並びに「懸賞情歌」も含む。表３の（ ）
内の数字はその号数分を表す。表４について既出の数字
は「―」とした。
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を
其
の
性
格
と
す
る
（
後
略
）

そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
「
う
が
ち
」
が
、
人
の
欠
点
を
衝
い
た
と
き
、
あ

る
い
は
社
会
の
矛
盾
を
衝
い
た
時
に
、「
諷
刺
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
川
柳
は
痛
烈
な
批
判
精
神
に
よ
る
「
諷
刺
」
で
は
な
く
、「
う
が

ち
」
に
よ
る
笑
い
を
目
的
と
し
た
「
諷
刺
」
を
特
徴
と
し
て
も
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
川
柳
の
諷
刺
の
姿
勢
が
、「
滑
稽
諷
刺
雑
誌
」

で
あ
る
『
團
團
珍
聞
』
の
特
性
と
合
致
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。『
團

團
珍
聞
』
と
い
う
雑
誌
の
特
徴
に
つ
い
て
、
杉
本
邦
子
が
「
庶
民
的
な
笑

い
と
う
が
ち
と
く
す
ぐ
り
と
軽
い
趣
味
と
を
、
文
字
と
絵
で
描
き
出
し
た

寄
席
的
風
格
の
雑
誌
（
（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
誌
面
は
諷
刺
的
で

あ
り
な
が
ら
滑
稽
や
洒
落
に
満
ち
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
雑
誌
に
と
っ

て
、
川
柳
は
最
も
ふ
さ
わ
し
い
素
材
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
川
柳
界
で
も
『
團
團
珍
聞
』
に
載
せ
ら
れ
た
川
柳
は
「
団
珍

調
」
と
呼
ば
れ
、
多
い
に
人
気
を
博
し
た
。「
団
珍
調
」
は
「
当
世
的
で

ホ
ッ
ト
な
題
材
を
主
体
に
、
政
治
の
矛
盾
や
社
会
の
ア
ナ
を
、
滑
稽
か
つ

大
胆
に
諷
刺
（
（（
（

」
す
る
点
が
特
徴
で
あ
り
、
当
時
の
川
柳
界
の
一
大
勢
力
で

あ
っ
た
「
柳
風
調
」
と
は
真
逆
の
性
質
を
も
っ
て
い
た
。「
柳
風
調
」
は

五
世
川
柳
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
柳
風
式
法
」
及
び
「
句
案
十
躰
」
を

基
本
精
神
と
す
る
川
柳
で
、
表
現
や
形
式
に
決
ま
り
を
持
っ
て
い
た
。

「
団
珍
調
」
の
川
柳
は
、
こ
の
よ
う
な
決
ま
り
や
制
約
に
縛
ら
れ
た
「
柳

風
調
」
の
川
柳
と
は
違
っ
た
新
し
い
流
れ
を
川
柳
界
に
も
た
ら
し
た
の
で

あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
團
團
珍
聞
』
の
前
期
に
お
い
て
川
柳
が
最
も
多
く

載
せ
ら
れ
た
理
由
は
、「
柳
風
調
」
の
川
柳
が
力
を
も
っ
て
い
た
時
代
の

な
か
で
、『
團
團
珍
聞
』
の
川
柳
が
「
団
珍
調
」
と
し
て
川
柳
界
の
新
し

い
勢
力
と
な
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
「
う
が
ち
」
の
精
神
か
ら
く
る
諷
刺
を

特
徴
と
し
た
川
柳
が
、
雑
誌
の
も
つ
性
質
と
見
事
に
重
な
っ
た
結
果
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、『
團
團
珍
聞
』
後
期
に
お
け
る
都
々
逸

『
團
團
珍
聞
』
の
後
期
の
投
書
に
お
い
て
、
川
柳
に
加
え
て
都
々
逸
が

多
く
載
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
考
え
ら
れ
る
理
由
を
二
つ
挙

げ
る
。

一
つ
は
、
詩
歌
の
投
書
に
関
す
る
編
集
に
鶯
亭
金
升
が
関
わ
っ
て
い
た

点
。
鶯
亭
金
升
は
も
と
も
と
『
團
團
珍
聞
』
の
投
書
家
の
一
人
で
、
そ
の

投
書
数
が
あ
ま
り
に
も
多
い
こ
と
か
ら
、
当
時
主
筆
で
あ
っ
た
梅
亭
金
鵞

の
目
に
と
ま
り
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
八
月
十
七
日
に
團
團
社
の

社
員
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
小
山
郁
子
に
よ
る
と
、
幼
い
頃
か
ら
川

柳
、
狂
歌
、
俳
句
な
ど
に
親
し
ん
で
い
た
鶯
亭
金
升
は
、『
團
團
珍
聞
』
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の
社
員
と
な
っ
た
後
、
狂
詩
以
外
の
投
書
の
撰
を
担
っ
て
お
り
（
（（
（

、
編
集
者

兼
撰
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
、
鶯
亭
金
升
は
『
都
々
逸
独
稽
古
』

（
明
治
二
十
五
年
・
博
文
館
）、『
情
歌
万
題
集
』（
明
治
二
十
八
年
・
團
團

社
）、『
都
都
逸
一
千
題
』（
明
治
三
十
一
年
・
博
文
館
）
と
い
っ
た
都
々

逸
集
を
刊
行
し
て
、
都
々
逸
界
に
お
い
て
確
乎
た
る
地
位
を
築
い
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
都
々
逸
の
実
作
者
で
も
あ
っ
た
鶯
亭
金
升
が
詩
歌
に

関
す
る
投
書
の
撰
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
特
に
都
々
逸
欄
に
ス
ペ
ー
ス

が
割
か
れ
、
多
く
の
都
々
逸
が
載
せ
ら
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

二
つ
目
の
理
由
と
し
て
は
、
都
々
逸
の
作
家
た
ち
が
「
連
」
と
い
っ
た

グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
投
書
を
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
背

景
に
は
、
前
述
し
た
『
團
團
珍
聞
』
の
特
徴
で
あ
る
「
読
者
間
の
交
流
」

が
関
係
し
て
い
る
。
開
か
れ
た
投
書
欄
や
広
告
欄
に
よ
っ
て
仲
を
深
め
た

投
書
家
た
ち
は
気
の
合
う
仲
間
同
士
で
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
い
く
。
こ

の
グ
ル
ー
プ
は
「
連
」
と
呼
ば
れ
、
特
に
都
々
逸
作
家
の
間
で
重
視
さ
れ

て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
作
風
に
お
け
る
主
義
や
調
子
の
差
異
が
起
因

し
て
、
連
同
士
の
対
立
が
生
じ
る
よ
う
に
な
る
。『
團
團
珍
聞
』
第
七
八

七
号
（
明
治
二
十
四
年
一
月
十
日
）
の
「
広
告
」
欄
に
お
い
て
も
「
近
来

情
哇
流
行
な
る
に
随
ひ
種
々
の
連
中
起
り
互
ひ
に
自
然
黨
派
の
事
よ
り
し

て
不
快
と
な
り
し
傾
き
あ
り
（
（（
（

」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
第
七
八
八

号
か
ら
「
團
々
連
募
集
」
と
い
う
広
告
が
載
せ
ら
れ
、
次
第
に
そ
の
連
員

数
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、『
團
團
珍
聞
』
後
期
の
都
々
逸
は

「
團
々
連
」
と
い
う
団
結
力
を
持
っ
た
組
織
の
な
か
で
投
書
が
行
わ
れ
、

投
書
数
を
増
や
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
都
々
逸
作
家
ら
が
「
連
」
を
結
成
し
て
い
く
過
程
に

は
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の

詩
歌
作
家
か
ら
の
影
響

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。「
つ
く

る
都
々
逸
」
と
し
て
意

識
さ
れ
る
以
前
の
伝
統

的
な
「
歌
う
都
々
逸
」

は
、
歌
い
手
に
よ
っ
て

屈
伸
自
在
な
旋
律
を

も
っ
て
お
り
、
作
風
に

お
け
る
規
則
な
ど
と
は

無
縁
の
文
芸
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
、『
團
團
珍
聞
』
に

投
書
が
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
作
風
の

表５：『團團珍聞』投書欄中の詩歌の常連投書家の投
書数（明治39年7月7日～明治40年7月27日）

投書家名 川柳 都々逸 狂歌 狂詩 端唄

峰亭紅升 64 77 22 0 2

待里庵 97 22 33 0 0

食三人 146 114 26 0 3

和賀人 245 141 3 0 0

琴廼家梧園 12 95 8 0 0

山藤如洗 0 127 0 0 0
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違
い
か
ら
対
立
を
起
こ
し
た
り
、
作
風
の
主
義
な
ど
か
ら
「
連
」
を
結
成

す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
急
激
な
変
化
の
原
因
は
何
に
よ
る
も
の
か
。

そ
れ
は
、
詩
歌
の
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た
投
書
家
間
の
交
流
に
よ
っ
て
、
俳

諧
の
「
連
衆
」、
あ
る
い
は
川
柳
の
「
組
連
」
と
い
っ
た
集
団
の
在
り
方

が
都
々
逸
作
家
た
ち
に
影
響
を
与
え
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
い
う
と
、「
連
衆
」
や
「
組
連
」
と
い
っ
た
集
団
を
重
ん
じ

る
作
家
た
ち
が
、
そ
う
い
っ
た
考
え
方
を
都
々
逸
の
世
界
に
持
ち
込
ん
だ

の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、『
團
團
珍
聞
』
の
投
書
に
登
場
す
る
詩
歌
で
集
団
を

重
ん
じ
る
も
の
は
和
歌
、
狂
歌
、
俳
諧
、
雑
俳
な
ど
多
様
に
あ
り
、
都
々

逸
の
「
連
」
が
ど
こ
か
ら
影
響
を
受
け
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た

め
、
そ
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、
一
つ
い
え
る

こ
と
は
、
都
々
逸
は
川
柳
と
の
共
通
作
家
が
多
い
の
で
あ
る
（
表
５
）。

後
期
に
至
っ
て
は
、
前
述
し
た
集
計
に
お
い
て
総
投
書
数
が
一
〇
〇
を
越

え
る
常
連
投
書
家
の
ほ
と
ん
ど
が
、
川
柳
と
都
々
逸
、
あ
る
い
は
ど
ち
ら

か
を
大
量
に
つ
く
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
都
々
逸
は
集

団
の
文
学
、
特
に
川
柳
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
、
作
家
人
口
を
増
や

し
、
投
書
数
を
伸
ば
し
た
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
と
め

川
柳
と
都
々
逸
は
、
そ
れ
ま
で
別
々
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
文
芸
で

あ
っ
た
が
、『
團
團
珍
聞
』
に
投
書
文
芸
と
し
て
載
る
よ
う
に
な
り
、
文

学
史
の
上
で
一
つ
の
共
通
点
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
両
者
の
共
通

性
を
見
出
す
た
め
、
滑
稽
諷
刺
雑
誌
で
あ
っ
た
前
期
の
投
書
と
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
雑
誌
と
し
て
の
後
期
の
投
書
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
を
試
み
た
。
そ

の
結
果
か
ら
、『
團
團
珍
聞
』
の
川
柳
と
都
々
逸
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る

こ
と
を
ま
と
め
る
。

『
團
團
珍
聞
』
前
期
の
詩
歌
の
投
書
で
は
、
最
も
諷
刺
と
結
び
つ
き
の

強
い
川
柳
が
、
滑
稽
諷
刺
雑
誌
の
素
材
と
し
て
使
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、

『
團
團
珍
聞
』
は
開
か
れ
た
読
者
欄
を
そ
の
特
徴
と
し
て
も
っ
て
お
り
、

投
書
家
た
ち
は
詩
歌
の
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た
交
流
を
す
る
。
そ
の
結
果
、

「
連
」
と
い
っ
た
集
団
を
重
ん
じ
る
作
家
、
特
に
前
期
で
投
書
家
の
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
た
川
柳
作
家
た
ち
が
、
都
々
逸
作
家
た
ち
に
影
響
を

与
え
、
都
々
逸
作
家
の
間
で
も
「
連
」
が
結
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
小
新
聞
的
読
者
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
『
團
團
珍
聞
』

後
期
に
お
い
て
、
都
々
逸
作
家
た
ち
は
「
連
」
に
よ
る
団
結
力
を
深
め
、

投
書
数
並
び
に
作
家
数
を
増
や
し
て
い
き
、
鶯
亭
金
升
が
撰
者
を
つ
と
め
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た
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
都
々
逸
の
投
書
が
多
く
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
投
書
文
芸
に
は
雑
誌
の
特
性
や
読
者
層
が
如
実
に
あ

ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。『
團
團
珍
聞
』
の
川
柳
と
都
々
逸
は
、

ま
さ
に
『
團
團
珍
聞
』
の
象
徴
的
な
文
芸
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
具
体
的
な
川
柳
作
家
や
都
々
逸
作
家
の
素
性

を
明
ら
か
に
し
て
、
川
柳
が
都
々
逸
に
与
え
た
影
響
を
よ
り
詳
し
く
検
証

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
今
回
は
便
宜
的
に
『
團
團
珍
聞
』
の
最
初
の

一
年
間
と
最
後
の
一
年
間
の
み
を
統
計
結
果
と
し
て
表
に
し
た
が
、
雑
誌

全
体
を
眺
め
る
た
め
に
は
よ
り
広
い
範
囲
の
統
計
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
以
上
の
点
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〈
注
〉

（
１
）	『
團
團
珍
聞
』
の
研
究
は
、「
滑
稽
諷
刺
新
聞
雑
誌
」
と
い
う
観
点
か
ら
鈴
木
秀
三

郎
、
開
化
期
文
学
と
し
て
の
観
点
か
ら
興
津
要
に
よ
っ
て
始
ま
る
。
そ
の
後
は
、

戯
画
や
漫
画
の
視
点
に
よ
る
研
究
（
宮
尾
し
げ
を
、
須
山
一
計
、
清
水
勲
な
ど
）

や
、
編
集
者
や
出
版
社
に
注
目
し
た
研
究
（
小
山
郁
子
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
山
口
順
子
に
よ
っ
て
、
雑
誌
の
歴

史
や
性
質
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
お
り
、『
團
團
珍
聞
』
が
明
治

初
期
の
文
学
史
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ

と
は
明
確
で
あ
る
が
、
そ
の
投
書
に
関
す
る
研
究
は
少
な
い
。

（
２
）	『
團
團
珍
聞
』
第
一
巻　

北
根
豊
監
修
・
山
崎
英
祐
編
・「
解
説
」（
山
口
順
子
）

一
頁
・
昭
和
五
十
六
年
・
本
邦
書
籍

（
３
）	

注
（
１
）
と
同
書
・「
解
説
」
七
頁

（
４
）	

注
（
１
）
と
同
書
・
四
二
八
頁

（
５
）	『
團
團
珍
聞
』
第
二
巻　

北
根
豊
監
修
・
山
崎
英
祐
編
・
二
〇
五
頁
・
昭
和
五
十

六
年
・
本
邦
書
籍

（
６
）	『
鶯
亭
金
升
日
記
』
花
柳
寿
太
郎
、
小
島
二
朔
編
・
一
二
五
頁
・
昭
和
三
十
六

年
・
演
劇
出
版
社

（
７
）	

注
（
１
）
と
同
書
・「
解
説
」
七
頁

（
８
）	『
團
團
珍
聞
』
第
四
〇
八
号
（
明
治
十
七
年
一
月
二
十
三
日
）
や
第
四
五
六
号

（
明
治
十
七
年
九
月
六
日
）
に
は
「
團
團
投
書
家
鼻
競
」
と
い
っ
た
投
書
家
の
番

付
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
９
）	『
團
團
珍
聞
』
第
五
九
三
号
（
明
治
二
十
年
四
月
二
十
三
日
）
に
「
團
々
投
書
家

珍
睦
會
景
況
」
と
い
っ
た
記
事
が
あ
る
。

（
10
）	

注
（
１
）
と
同
書
・「
解
説
」
二
三
頁

（
11
）	

注
（
１
）
と
同
書
・
一
〇
七
頁

（
12
）	「
現
代
に
お
け
る
川
柳
の
意
義
」
大
村
沙
華
・
五
七
頁
（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』

第
一
八
巻
七
号
・
至
文
堂
編
・
昭
和
二
十
八
年
・
ぎ
ょ
う
せ
い
）

（
13
）	『
明
治
の
文
芸
雑
誌
』
杉
本
邦
子
著
・
九
頁
・
平
成
十
一
年
・
明
治
書
院

（
14
）	『
川
柳
総
合
事
典
』
尾
藤
三
柳
編
・
二
九
五
頁
・
昭
和
五
十
九
年
・
雄
山
閣

（
15
）	

小
山
郁
子
「『
團
團
珍
聞
』
考
―
鶯
亭
金
升
の
日
記
を
通
し
て
（
そ
の
２
）
―
」

（『
共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
紀
要
』
第
三
五
集
・
平
成
元
年
・
共
立
女
子
大
学
）

の
四
四
頁
に
「『
団
団
珍
聞
』
の
狂
詩
文
を
除
く
撰
の
大
半
を
鶯
亭
金
升
が
行
な

い
編
輯
し
て
い
く
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
。

（
16
）	『
團
團
珍
聞
』
二
五
巻　

北
根
豊
監
修
・
山
崎
英
祐
編
・
六
五
九
頁
・
昭
和
五
十

八
年
・
本
邦
書
籍


